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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

史跡指定40年を迎えた池上曽根遺跡（3）
～　地の利を利用した環濠　～

池上曽根のムラは槇尾川分流と信太山からの小渓流
に囲まれた地の利を利用し、集落の周囲を環濠で囲み
ました。環濠は時期によって規模と一部が異なります
が、集落が栄えた弥生時代中期には直径約300ｍの範
囲を幅約3ｍ、深さ約１ｍの濠で囲んでいました。環
濠は人や獣などの外敵からの防御施設として、また生
活エリアと外の区別の役割があったと考えられます。     

環濠は常に水が流れていたわけではないようで、北
東部分は水が停滞した状態であったことが確認されて
いるほか、人糞を糧とするマルエンマコガネや、使用
済みの土器、木製品などが出土しており、常にきれい
な状態を保つ意識は薄かったようです。ただし、濠が
埋まってしまうとその役目を果たさなくなってしまう
ため、何度も掘り返して整備したことがわかっていま
す。

また、濠は防御施設となるだけでなく、掘った土を
利用して集落内を整地したと考えられます。集落変遷
の節目に濠が掘りなおされていることからも、そのこ
とが推測されます。
問合 生涯学習課（市役所3階）

集落の南側をめぐる環濠と付近に密集する住居跡

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）
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市長と語ろう！
タウンミーティング
質疑応答を公開します

市長と語ろう！
タウンミーティング
質疑応答を公開します

　市民の皆さんとともに住みよいまちづくりを推
進するため、市民の皆さんと市長などが直接意見
交換するタウンミーティングを開催しました。
　今年度は、昨年 6 月から今年 2 月の間に 10 回
（子育て支援編含む）開催しました。９月以降に
行ったタウンミーティングの質疑応答を一部紹
介します。　

問合　秘書広報課（市役所４階）

めざす姿：すべての市民に情報が
　　　　　届けられるまち

質疑応答

今年、自治会連合会と連携して、アルザのアトリウ
ムで初めて自治会加入促進のキャンペーンを行いま

した。また最近では市内に建て売りが増えていることもあっ
て、宅建協会、自治会連合会と市で三者協定を結び、市内
の宅建協会加盟の業者さんから転入者に対して、自治会加
入の声かけをしてもらっています。
コミュニティの再構築については、行政と市民が一緒になっ
て取り組まなければならないと思っています。今は「個」
の時代になってしまっていると感じます。自分だけがよけ
ればいいということでなく人間同士が温かい心でつながっ
ていけるまちづくりをしようと踏み出しているので、今後
も市として力を入れて進めていきたいと考えています。

自 治 会 加 入 率 が 低 下 し て い る
自治会への加入率について、脱退する人が増え、
現状加入率は 60％台まで落ち込んでいる。とい

うことは、自治会で取り組んでいる各種研修や、回覧、
広報紙の配布なども町内の 60％にしか行き渡っていな
いというのが現状である。コミュニティの発展を考えた
場合、私自身もそれでいいのかと思いながら活動してい
る。コミュニティの低下について、市としてどういう考
えを持っているのか。

Q

A

養成講座を受講していただければ認知症サポーター
になることができます。養成講座を受ける方法は２

パターンあり、一つは、10 人以上受けたい人を集めていた
だければ、出前講座をさせていただきます。もう一つは、
市が受講者を募集して開催する養成講座に参加する方法で
す。
詳しくは、地域包括支援センター（☎21-0294）が窓口と
なりますので、お問い合わせください。

認知症サポーターになりたいが、方法は？
認知症サポーターになりたいと思うが、サポーター
養成講座はどのようにしたら受けられるのか。Q

A

手続きは高齢介護課に来ていただくか、地域の
CSW にお声がけください。自己負担額は、所得で

変わりますのでご相談ください。最大で1360円となります。

緊急通報装置の貸し出し料金は？
高齢者などが急に倒れたりした際にボタンを押す
とナースコールにつながる「緊急通報装置」を貸

し出してくれると聞いた。自己負担ということだが、ど
れぐらいの費用がかかるものか。また、手続きは？

Q

A

道路の路面標示については、土木課が維持管理を
行っています。市内の広い道路から生活道路まで、

定期的な点検を行っているところですが、現状、追い付い
ていないところもあるかもしれません。また、警察が引く
ラインもありますので、気になる箇所を担当課にお伝えく
ださい。現場を確認して警察と連携して進めていきます。

道 路 標 示 が 薄 く な っ て い て 危 険
市内の道路面の標示が薄くなっているところがあ
る。運転していて見づらく危険を感じる。安心安全

のまちづくりを進めるためにも定期的に点検してほしい。
Q

A

子育て支援編

平成 27 年から環境課で公園を整備する計画を立て
て、順次公園の整備に取り組んでいます。

　また、並行してセーフコミュニティ活動において、子ど
もの安全、犯罪防止の取り組みで防犯カメラの設置を穴師
公園からスタートしています。

子どもたちの遊び場が減っている
公園などの遊具の老朽化が激しく修繕もなされて
おらず、子どもたちの遊び場所が減ってきている。

これに対する早急な改善策はあるか？
Q

A

これまで水曜日の保育時間は午前 11 時まででした
が、午後 2時までに延びることとなりました。現在、

幼稚園で実施している給食は委託の弁当であり、月曜はパ
ンとシチューなど、火曜は米飯の給食。水曜について弁当
とするか給食とするかは園長会で審議中です。給食にする
と 1 回あたり 258 円の負担が発生することとなり負担がさ
らに増えるのであれば、給食にせず弁当にして欲しいといっ
た声は出ています。しかし、一方では給食を希望するといっ
た声もあがっています。保護者の方々の声に耳を傾けつつ
様子を見ながら、負担が少なくて栄養価のあるものを提供
できればと園長会で話し合っているところです。

公立幼稚園の昼食を給食にしてほしい
4 月から公立幼稚園の保育時間が午後までの保育
に延びるが、昼食については弁当でなく、給食に

して欲しい。月曜はパン、火曜は米飯、水曜日は麺類の
給食にしてみてはどうか？

Q

A

セーフコミュニティ活動において、子どもの安全、
交通安全の二本の柱を立てて取り組んでおり、泉大

津市内にある個々の交差点の危険度について検証を行って
まいります。ガードレールの設置については道幅、交通量、
道路の構造、抜け道になっているなど色々な問題によって
設置の可否が分かれるため、詳細は土木課に相談していた
だければと思います。担当課が交通量などの調査に取りか
かることになります。道路については警察が管轄する分野
もあります（信号機など）。登下校の時間帯には通学路にボ
ランティアの人々が立ち、見守りを行っています。

通学路の安全を確保してほしい
通学途中の子どもが事故で死亡する事例が多発し
ている。戎校区はガードレールを設置している箇

所が少ないが、旧 26 号線から臨海線へ抜ける道は交通量
が多く、トラックなども走っている。子どもに対する安
全についてどのような考えをもたれているか聞かせてほ
しい。

Q

A

小中学校の学級定員は市が独自に設定するもので
はなく、国が基準を示しています。国基準と府の

施策により小学校 1年生と 2年生は 1クラス 35 人、3年
生以降は 1 クラス 40 人となっています。しかし、本市
としては可能な限り 3 年生以上にもきめ細かい教育を実
施したいと考えているため、市独自に教員を全小学校へ
1 人ずつ配置しています。授業内容によって 2 人の先生
による授業、またはクラスを分割してグループに分けて
授業ができるようにするなどの対応をとっています。

小学校１クラスの人数が多いのでは

少子化が進み、人数が少なくなっていく中で、小
学校4年生について、1クラス39人の児童がいる。

これだけの人数を 1 クラスで抱え込まないといけないの
かが疑問である。

Q

A

たくさんのご意見
ありがとうございました。
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セーフコミュニティいずみおおつ

対策委員会の様子

セーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証の取得を目指しています。連 載

第

回
20
本市が抱える課題が見えました
いよいよ具体的取組の検討段階

セーフ
コミュニティの

仕組み

重点課題の決定 検 証具体的な取組みの決定・実践

この流れで、安全・安心な泉大津を作っていきます。

泉 大津市が抱える課題

次は、課題解決のための方法を考える段階です！

交通安全対策委員会 自殺予防対策委員会

犯罪防止対策委員会

災害安全対策委員会

子どもの安全対策委員会

高齢者の安全対策委員会

６つの対策委員会が議論を経てたどり着いた

● 交通事故が多い
● 一般事故（けが）が多い
● スマホによるトラブルが多い

● 自転車事故が多い
● 交通ルール・マナーが守られていない
● 特定の環境での事故が多い

● 防犯活動に取り組んでいる人が少ない
● 夜道が危険
● 自転車盗などの街頭犯罪が多い

● 40 ～ 60 代の男性の自殺が多い
● 自殺に関する情報が少ない
● 自殺に至る実情がわからない

● 地域連携が弱い
● 災害への備えが少ない
● 防災意識が低い

● 転倒が多い
● 交通事故が多い
● 認知症

セーフコミュニティとは、主観的な意見とデータを組み合わせることで重点
課題を導き出し、取組対象・方法を決定し、実践することによってどう変化
したかを検証する仕組みができているコミュニティのことを言います。

対策委員会の様子
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めざす姿：市民が主体に活躍できるまち

　
市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
の
自
発
的
な
特
定
非
営
利

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補

助
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付

と
市
の
積
み
立
て
に
よ
る
「
泉
大
津

市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

審
査
方
法　
６
月
実
施
予
定
の
応
募

団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
市
民
活
動
に
関
す
る
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

が
総
合
的
に
評
価
し
、
交
付
決
定
を

し
ま
す
。

申
込
・
問
合　
申
請
書
（
市
役
所
１

階
人
権
市
民
協
働
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
を
３
月
22
日
㈫
〜
４
月
28
日

㈭
ま
で
に
、
人
権
市
民
協
働
課
に
直

接
提
出

事
業
説
明
会
（
予
約
制
）

日
時　
３
月
29
日
㈫　
午
後
７
時
〜

場
所　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）

　
な
お
、
こ
の
補
助
金
は
平
成
28
年

度
に
行
う
「
事
業
」
が
対
象
で
あ
り
、

団
体
の
運
営
や
活
動
全
般
に
つ
い
て

補
助
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合　
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

市内の「がんばる」団体の事業に
補助金を交付します！

「泉大津市がんばろう基金」
の寄付にご協力をお願いします。

立ち上げ期における市民活動
の自立を図る目的で実施

自立促進事業補助金
（はじめの一歩）

活性化事業補助金
（ステップアップ）

新規事業補助金
（チャレンジ）

①市民活動団体の設立または
活動準備に要する事業
②市民活動団体の運営に要す
る事業
③具体的な市民活動に要する
事業

▷１年目…30万円以内（補
助率：10分の10）
▷２年目…20万円以内（補
助率：10分の10）
▷３年目…15万円以内（補
助率：10分の10）

▷１年目…40万円以内（補
助率：4分の3）
▷２年目…20万円以内（補
助率：3分の2）
▷３年目…15万円以内（補
助率：2分の1）

３コース　合計150万円

60万円以内
（補助率 : ４分の３）

３か年以内

①市民活動団体の運営または
自立の強化に要する事業
②継続的な市民活動の推進に
要する事業
③市民活動団体が取り組む活
動に対する市民理解の推進
に要する事業

多様化する課題に取り組む新
たな事業

３年未満 ３年以上

次のすべてに該当する市民活動団体（法人格の有無は問いません）
①主として泉大津市内において、特定非営利活動を行っている、または始めようとしていること
②３人以上で構成される団体で、構成員の 1/2 以上が市民（在勤、在学含む）であること　 　
③市から直接他の補助金を受けていないこと　 ④政治活動、宗教活動を目的としていないこと

特定非営利活動促進法（NPO法）に定める20分野に該当する事業
保健、医療または福祉の増進を図る活動、社会教育の推進を図る活動、まちづくりの推進を
図る活動など

市民活動の継続と活性化、団
体の自立強化、市民理解の増
進を図る目的で実施

新しい課題に対する取り組み
を支援する目的で実施

■ 助成制度の概要

種類

目的

予算

設立
年数

対象
事業

対象
団体

事業
内容

補助
期間

限度額
など

　円滑な制度の運用については、皆さん
の応援が何よりも大切です。
　ぜひ、寄付のご協力をお願いします。

※「泉大津市がんばろう基金」が活用さ
れている事業にはこのロゴが入ります。

「泉大津市がんばろう基金」を活用し、特定非営利活動を応援します

　　事業採択

6月　審査会（公開プレゼンテーション）

書面審査

申請受付　3月22日㈫～4月28日㈭

事業説明会　3月29日㈫

申請～採択までのながれ

5月8日㈰
H27年度 事業報告会

（がんばろう基金の概要や申請書の記入方法などの説明）
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。すまいてれさ
な家るあに階
に室寝、てし

。
間昼、が帯間

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

の

ふの防消と民市

階１が室寝●

要必に

室寝

合場のて立階3

要必に
部上段階の階3
と）階1（室寝

室

段

段

階

階

段階 寝

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

3

場のいあれふ

が室寝●みの階2が室寝●みの

上段
階る
室寝

寝

階階

階

段

段

段

段

要
部
と

必に部上
階の）階2（段階の階
あの室寝と）階2（室

上段階の階
3（段階る
階3（室寝

室段

段

寝

階

階

階

階

寝

段

段

階

階

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

みの階3

。すましい
ンナテンメの器
すまいてしとう
間、りま始が化
宅住に象対を宅
1成平、たま

要必に部上
1び及）階3
あの室寝と）階

室寝

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

願おを認確もていつにスン
報警災火用宅住度一今。す
よし過経が年01くなも間
務義置設の器報警災火用宅
住築新らか日1月6年8

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

ふの防消と民市
スェフ防消

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

場のいあれふ
たしまし催開をタス

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

民市、れさ
防消・署防
ごのどな会
五、役ナン
、は日当
スェフ防消
91月21

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

れら図が揚高の識意災防・火防の民
災防はらか後午たま、流交のと団防
場来の民市の数多、ともの力協ご
ど子市、めじはをんさキサ嵐十五
本吉りあで」使大り祭お「の市本

。たしまし催開を5102タス
防予災火市津大泉びよお市、日9

　
　

　

   
 
 

　

　

　

　

　

  

　

　

　 　

。たしまれ
催開も会演講災
消、きだたいを
議協者導指会も
ドマの劇喜新本

るよに催主会協
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事

れ

事

者

児

け

員
！

らけかを
仲畑たっあ
趣、後年定

仕

え替り張の戸網・子障・ますふ▷
ぎ研物刃▷

除掃墓、定剪、き引草、除掃の家▷
濯洗、度支の事食、物い買▷

さ子お▷
事い習▷
送の児園▷
後産前産▷

水や球電▷
報警災火▷
手相し話▷
、物い買▷
院・院通▷

業作軽の外内室▷
膳配、い洗皿、助補理調▷
理管の設施、場輪駐、場車駐▷
り刈草・き引草や掃清の内所務事▷
事仕務事のどな理経、務庶、付受▷

育

齢高

仕ので庭家人個

仕ので所務事・業企

すまいでん組り取に事仕､ともの神精の助共･働共

易

会ータンセ材人ーバルシ

受き引おでータンセ材人ーバルシ

安と、うろだるきでらたっ習とっょちてんなえ替り張
。すまりなに年

０１早てしだりやを事仕の替張の戸網・子障・襖で人2

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

運

事

事

事

声

耕やき引草に緒てしそたしまし会入即
声と」うよしを事仕に緒一でーバルシ「らか間
で員会ーバルシ、らたいてしをり作菜野で味趣

！

り守見のん
い添き付の
）歩徒（迎送
い伝手事家の後

え替り取のンキッパ道水
け付り取の器報
濯洗、除掃の家、手
け付片後・度支の事食
い添き付の院入、助介内院

仕の援支

仕の援支者

すで日毎たし実充に味趣に事仕

の員

仕るいてし

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

思にり誇とた
し嬉と」！ータ
れくてっ貼に麗
枠の襖や理修の
てっあ斐甲のそ
り繰のり破はて
や。たしまれら
数にちた輩先
り通ざ通わとこの
業作でち持気な
な替り張

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

務事は時品納やり取引すま
てきてけ続を事仕のこ、りなくし
らけ掛を葉言、と」うとがりあてれ
客お。すまいてけ掛手も修補の枠
襖、せわ合を力で人二はで今、て
を習練でまるす得納、しをし返
でが暇、く深が奥どほるやばれや
も敗失はめじは、い習見間月か数
たしでんせまきいはに夕一朝一
く易はう言「、ののもたっ行へ所業

る習

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

れ
ポ

ふの秋
年同たっ持を
会好同たま
ーバルシ
るいが者用
よるきで用
に務業理管
い払すすは
仕のけか機
れらけかを

サもに局
っか良に当本
ッヤ「とるれら
綺「らか様客
桟の子障や襖
。たしまね重を
っ張はてきで
叱くよく多も

。た
」し難はう行く
易安う

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

で味趣、は際のりつま康健いあ
たしまきでんさくたが人知の代年
共、りあもプールグの味趣な的
組をプールグと員会の数複はで
なにち持気いし悲もてとはきと
、がすまいてっ張頑、けが心う
ドンウラグが方の民市、し事従
のそ。たしまし験経もきつ餅や
草薬はで家旧の町根曽、しを事
緒一、てしそ。たしまし会入即

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

シを菜野たっ作
。た

識意の助共・働
、しを事仕でん組

。すまり
利い悪のーナマ
利くよち持気を
の園公見汐、後
に末年、穫収の
運耕やき引草に

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

んさ光邦山柵

い思にり誇とた

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

んさ郎一仁野西ん
。す
といた
のこり
体てけ
健、う
に民市
一、ら
てしト
務事、は時品納やり取引。すまい

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

かま つ見か何と
て来へーバ
さ皆るいて
過を才06

。すま
皆たいだた
し売完に間
販でーバル

いてっ思と
け続を事仕の
限く続の力体
付を気に康健
よるれば喜に
てっなと丸一
がないらもて
ーポサもに局

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

多木鈴
。よすまい思とるか
っき。いさだくてみ
ルシ度一ひぜ、んさ
し余て持を暇てぎ過

いざごうとがりあ様
いてし入購。たしま

好大に方の勢大、ろことたし売

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

んさ男賀多

ういとっあで評

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

で

材

会入もでた
に旨趣のータ
上以歳06で
シ市津大泉

人ーバルシ

ルシ（

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

。

る

すまき
、らな人るけだたいてし同賛に
、人るあの欲意く働で康健の上
在内市、はータンセ材人ーバルシ

なに員会のータンセ材

）年31歴ーバル

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

な

は

ど
ンセ
住在

刈

に

草るよに
や庭家般一

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

・・
集集大大

方

歴

いたりやたま、方るきでがり
草のどな地敷の社会、地き空や

りり

ーバルシ（

刈刈草草きき引引草草草引き・ 刈刈り
募募員員会会員員 募集集！募募大大員会会
草草草

　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

てし集募大を方
械機、やき引草

のの

）月か4年31歴

りりりの
　

　

　 　
　

  

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　

ータンセ祉福合総所場
～分03時1後午㈮日81月3時日

。すでりおとの次は月今
、おな。すまいてっ行を会明説会入、回１月毎

7001・32☎ータンセ材人ーバルシ
合問

！かんせまし事仕おに緒一てっなに員会ひぜ。すまい

　（公社）泉大津市シルバー人材センター
［シルバー派遣事業」はじめました！

あなたの豊かな知識と経験を活かしてみませんか？

会 員

会員登録
仕事の紹介、
配分金の支払い

仕事をする

仕事の依頼、
料金の支払い

泉大津市シルバー人材センター

仕事の発注者

■ 「請負・委任による就業」と「シルバー派遣による就業」の関係図

　泉大津市シルバー人材センターは、大阪府知事の認定を受けた「公益社団法人」で、国・地方自治体
から助成を受けて運営している公益団体です。60 歳以上で働く意欲のある皆さんに対し、知識・技能・
経験を生かした、短期的な「就業の場」を提供し、地域と連携して生活の充実や福祉の増進を目指して
います。あなたもシルバー人材センターに登録し、就業してみませんか？　ただいま会員大募集中です！

　泉大津市シルバー人材センターでは、これまで請負や委任による働き方だけでは対応できなかった「発
注者の従業員との混在作業」や「指揮・命令を受ける作業」など、多様な働き方が可能となるシルバー
派遣事業を平成 26年 12月から実施しています。

×

■ 「請負・委任による就業」と「シルバー派遣による就業」の比較

仕事の受注、
契約の履行

指揮命令なし
会 員

会員登録
賃金の
支払い

仕事をする

仕事の依頼、
料金の支払い

泉大津市シルバー人材センター

仕事の発注者

仕事の受注、
契約の履行

指揮命令あり

（請負・委任） （派遣）

大阪府シルバー人材センター協議会

雇用契約

労働
者派
遣契
約

派 遣 元

派遣事業所

臨時的・短期的な就業（おおむね月 10 日
程度）またはその他軽易な業務（おおむね
週20時間以内）

臨時的・短期的な就業（おおむね月 10 日
程度）またはその他軽易な業務（おおむね
週20時間以内）

仕事の期間・内容

請負・委任による就業 シルバー派遣による就業項目

雇用関係の有無

発注者の指揮・命令

発注者との契約当事者

発注者従業員との混在事業

なし

受けない 受ける

できるできない

あり

（公社）泉大津市シルバ－人材センター （公社）大阪府シルバ－人材センター協議会

社会保険・雇用保険の適用

会員に対する報酬

事故の際に適用される保険

なし なし

労災保険シルバー傷害保険

配分金（雑所得） 賃金（給与所得）
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ひと

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ

界
人
権
宣
言
と
は
１
９

４
８
年
に
国
際
連
合
第

三
回
総
会
で
採
択
さ
れ

た
、
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の

国
が
達
成
す
べ
き
基
本
的
人
権
に

つ
い
て
の
宣
言
で
す
。
そ
の
中
に
、

「
す
べ
て
の
人
は
、
法
の
下
に
お
い

て
平
等
で
あ
り
、
い
か
な
る
差
別

も
な
し
に
法
の
平
等
な
保
護
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
法
の
下
の
平
等
に
つ

い
て
、
昨
年
末
に
裁
判
を
傍
聴
す

る
機
会
が
あ
り
、
人
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
つ
権
利
に
関
し
感

じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
裁
判
の
被
告
人
は
外
国
人

で
法
壇
に
は
裁
判
員
裁
判
で
あ
る

た
め
に
裁
判
員
を
含
む
９
人
が
被

告
人
を
見
て
い
ま
し
た
。
私
は
外

国
人
が
被
告
人
と
な
る
裁
判
を
初

め
て
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

日
本
人
が
被
告
人
と
な
る
裁
判
と

の
違
い
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

裁
判
官
が
座
る
法
壇
の
下
に
は
、

書
記
官
の
ほ
か
に
通
訳
者
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
説
明
は
全
て
同

時
通
訳
さ
れ
、
裁
判
官
・
弁
護
士
・

検
察
官
が
発
す
る
日
本
語
の
内
容

も
、
通
訳
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
若

干
ゆ
っ
く
り
と
通
常
よ
り
も
丁
寧

な
表
現
を
選
び
、
被
告
人
が
訳
語

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
十
分
に
配

慮
し
て
裁
判
を
進
め
て
い
る
事
が

見
て
取
れ
ま
し
た
。

　

概
要
説
明
に
お
い
て
は
、
検
察

官
か
ら
は
起
訴
事
実
な
ど
の
、
弁

護
士
か
ら
は
動
機
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

被
告
人
が
異
国
に
て
、
身
を
置
か

れ
て
い
た
環
境
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
判
決
が
下
る
ま
で

は
「
推
定
無
罪
」
で
あ
る
被
告
人

に
対
し
、
当
然
の
権
利
を
守
る
行

為
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

通
訳
者
に
は
法
律
用
語
を
使
い
こ

な
す
高
い
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

弁
護
士
・
検
察
官
に
と
っ
て
は
、

同
じ
内
容
の
調
査
を
す
る
に
も
国

籍
が
違
え
ば
大
き
な
労
力
と
な
る

で
し
ょ
う
。
裁
判
員
・
裁
判
官
に

も
よ
り
慎
重
な
評
議
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
条
件
の
違
う

被
告
人
を
平
等
に
扱
う
た
め
に
、

大
切
な
労
力
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
裁
判
で
は
公
正
な
判
断
を
す
る

た
め
に
、
様
々
な
対
応
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
の
中
で
権
利
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
報
道
だ
け
が
記
憶
に

残
っ
て
い
た
せ
い
か
、
私
は
今
回

の
裁
判
を
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。

傍
聴
時
間
は
短
く
三
十
分
程
で
し

た
が
、
外
国
人
で
あ
る
被
告
人
の

基
本
的
人
権
が
大
切
に
さ
れ
て
い

た
光
景
を
見
て
、
改
め
て
人
権
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

法
の
下
の
平
等
に
つ
い
て

コラムのページ columns stand

健康レシピ”今が旬 ! カリフ
ラワーの簡単☆グラタン”

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

　桜のつぼみも少しずつ色づいて、春の訪れを感じられ
るようになってきました。春が旬のお野菜のなかから、
今回は「カリフラワー」を使った簡単レシピを紹介します。
　カリフラワーは別名「はなやさい」とも言われ、花にな
る部分を食べる野菜で独特の食感と甘味があり、新鮮であ
れば生食もできます。カリフラワーには食物繊維とビタミ
ンCが多く含まれ、整腸作用や風邪予防に効果的です。
■カリフラワーの簡単グラタン
カリフラワーをゆでるときにあまり房を小分けにせず、
湯に酢かレモン汁を少量加えると、バラバラにならず白
くきれいにゆであがります。食感を残すため、ゆでると
きは手早くが基本です。　
【材料】（3～４人分）
カリフラワー…１株、玉ねぎ…1/2 個、ベーコン…2枚　
市販のホワイトソース…1缶、ピザ用チーズ…40g、　

パセリ…適量、塩コショウ…少々
【作り方】
①カリフラワーは一口大に切って、酢を少し入れた熱湯で
洗うようにサッとゆでて冷水に取り、水気を切る。
②玉ねぎは、くし切り、ベーコンも 1cm 幅程度に切って、
フライパンで塩コショウをして炒める。
③耐熱皿に①と②を入れ、ホワイトソースをまんべんなく
かける。
④ピザ用チーズをふりかけ、トースターかオーブン
（200℃）で 15～ 20 分焼き、最後にみじん切りのパセリ
を散らして完成。
　3 月は何かと気ぜわしい時期ですが、バランスの良い食
事を摂って元気に新年度を迎えましょう。今年度の健康診
査は 3 月 31 日㈭まで。まだの人はぜひ受けて体調管理に
役立てましょう。　問合　保険年金課（市役所１階6番窓口）

コラム

世

19 広報いずみおおつ　平成28年3月号

世界に一つだけのマフラー暖かいよ♪

   １ ２ ３ ４ ５  
 ６ ７ ８ ９ 10 11 12  
 13 14 15 16 17 18 19  
 20 21 22 23 24 25 26  
 27 28 29 30 31

保育所じまん !
宇 多 保 育 所第9回

連 載

ぼくの！ わたしの！

本市で初めてできた公立保育所
一人ひとりの成長を喜び合える場所に

白熱するかるた大会！

▷園児数 69 人（平成 28 年 2月現在）
▷河原町１－32（☎32・2612）

♪友だちや地域の皆さんに見守られ　個々を大切にした保育
　宇多保育所は、本市で初めて開設された歴史ある保育所で
す。地域のつながりも濃く、たくさんの関わり合いの中で成
長していくことは子どもたちにとってとても大切です。あい
さつ運動も地域活動で取り組んでいます。
　小規模の保育所のため、どの先生も子どもたちの顔を覚え
ています。一人ひとりの成長発達に合わせ、個々を大切にし
た保育を行い、子どもの成長を育んでいます。
♪伝承遊びを生かした保育
　伝承遊びは、遊びの中から「生きる力」を育みます。わら
べ歌、こま回し、たこ揚げ、けん玉、かるたとり、和太鼓な
どを保育の中に取り入れ、毎年恒例の０～５歳のかるた大会
では大盛り上がりです。
♪すべて手作りの給食で「五感」「感じる心」を育てます！
　０歳児から５歳児までできたての温かい給食を食べていま
す。離乳食からすべて手作りで薄味の年齢に合わせた調理を
しています。5 歳児は園で栽培した野菜を調理したり、うど
ん作りをしたり、クッキングも楽しんでいます。優しい心遣
いから作られる食べものは、優しい子どもの心を育みます。
　このように、宇多保育所では、保育士・看護師・調理師、
そして地域の人々みんなで子どもの育ちを見守っています。

宇多保育所データ

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

3
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● 日本へのラブレター（NHKワールド・ラジオ日本）
　世界中にニュースなどを発信している「NHK
ワールド・ラジオ日本」に、東日本大震災が起き
た時から “ ラブレター ” が届くようになった。世
界中のリスナーから届いた、日本、そして日本人
へのメッセージを紹介する。
● マナーの正体（逢坂　剛）
　味噌汁のマナー、おごられるマナー、ロック歌
手のマナー…。意外と知らない「たしなみ」を 13
人の作家、歌手らとともに考える新たなマナー考。
● めいちゃんの 500 円玉（低・中学年）（なかが
わ　ちひろ）
　めいちゃんが道でひろった 500 円玉が「オレさ
まで、すきなものを買いなよ」と、しゃべりだし
ました。スーパー、ペット屋さん、お花屋さん、
どこにいっても、つかいみちがみつかりません。

そのとき、フェンスのむこうで…。
●うんちの正体　（高学年）　（坂元　志歩）
　うんちの正体は、ただの食べ物のカスではない。
うんちの中には菌がたくさんいて、ヒトにいろい
ろな影響を与えている。へそのゴマとうんちの関
係、NASA が研究するうんちとおならなど、うん
ちと菌の驚きのドラマを紹介する。
●もう、ねるんだってば !（ジョリ・ジョン）
　クマは眠くて眠くてしかたがないのに、いっ
しょに遊びたくてたまらないアヒルがやってき
た!クマは無事にぐっすり眠ることができるかな?
▷古い雑誌のリサイクル
保存期間の過ぎた古い雑誌を差し上げます
〔日時〕3 月 27 日㈰　午後 1 時 30 分～2 時 30 分
〔場所〕図書館　〔対象〕市内在住・在勤の人（図
書館カードまたは　確認できるもの持参）　〔冊
数〕同じ雑誌は 1 人 2 冊まで上限 10 冊

● 映画会
〔日時〕4 月 2 日㈯　午後 2 時
～（35 分）「うっかりペネロペ
うたおう、あそぼう編」
● おはなし会
〔日時〕3 月 19 日㈯　午後３
時～（約 30 分）　※毎月第３土
曜日の午後３時から
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕４月７日㈭　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時から

新しく入った本New Books イベント情報Events

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

世界にひとつだけのマフラー
作り（5歳児）

戎小学校の広い運動場でたこ揚げ
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子育てしやすいまち泉大津子育てしやすいまち泉大津

子育て応援ひろば
子育てに役立つ情報を掲載しています。

地域子育て支援センター
たんぽっぽ

Mocomoco
(モコモコ）

カンガルー・
ポケット

まざー・ぐーす

ふる～る

らっこくらぶ

施設名 場所 電話
かみじょう認定こども園内
（2階子育て支援ルーム）

市民会館
（子育て支援ルーム）

勤労青少年ホーム（集会室）

勤労青少年ホーム
（午前…集会室、午後…音楽室）

和泉乳児院（キッズルーム）

とれぞあ子ども園内

くすのき認定こども園内

23・0012

21・4085

33・2227

33・2227

33・3003

22・0097

月～土曜日（月曜日は1歳未満の親子対象）
午前9時30分～午後0時30分 、  午後1時～3時

火～土曜日　午前10時～正午、午後1時～4時
　（第２･４木曜日は午前10時～午後3時）

火曜日  午前10時～正午

木曜日  
午前9時30分～正午、   午後1時～3時30分

月・水・金曜日   午前10時～午後3時

月～金曜日
午前9時30分～正午、   午後1時30分～4時

月～金曜日（水曜日は1歳未満の親子対象）
午前9時30分～正午 、   午後1時～3時30分

20組

25組

40組
午前40組
午後10組

15組

10～12組

10～12組

利用時間 定員
　［対象］就学前の子どもとその親（参加無料）

交
付
窓
口
の
様
子

地域子育て支援センターからのお知らせ

赤ちゃんと出かけてみませんか？
おやこ広場 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30
分～午後0時 30分、午後1時～ 3
時　▷金曜日…午後 1～ 3 時　▷
土曜日…午前９時 30 分～午後０時
30分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～
午後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1
時～3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30
分～午後 0 時 30 分、午後１時～
３時

(☎23・0012)

※雨天中止
※３月７日午後のみ、14 日・28 日は終
日開催

　親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わらべう
たあそびなどを、親子いっしょに楽しみます。気軽にお出かけください。お待ちしています。（時間内であれば、
いつ来ていつ帰ってもかまいません )※４月は準備などのため４月６日㈬より開催します。

お近くのおやこ広場に遊びに来てください♪

保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

　現在、母子健康手帳の交付は保健センター、市役所市民課の２か所で行っています
が、4 月からは交付窓口が保健センター 1 か所 になります。市役所市民課での交付
は平成 28 年 3 月末までとなりますのでご注意ください。また、交付時には、1 月か
らマイナンバーの記入が必要となっています。交付する際には、マイナンバーの番号
　　　　確認と本人確認できるものをご持参ください。

４月から母子健康手帳の交付が 保健センターのみ に
すべての妊婦さんが保健師と面接
できるようになります。
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診健児月か6歳1
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関機療医定指
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…らたっなに気病に日休がもど子の満未歳51
ータンセ域広急救期初児小部北州泉
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）料有・制約
料飲のどな水戸井▷
談相康健のろここ▷
ジミラク・ズイエ▷
査検スルイウ炎肝▷
（査検体抗んし風▷

タンセ祉福合総合問
談相

測圧血・尿検容内
タンセ祉福合総所場
分03時２～分03時１
、㈮日81月３時日

はきといならがなつが話電に院医科歯
。すまりあがきとるす止中を療診、や
合場るす更変を院医科歯当担で情事

。いさだく院来ご、えうの
認確で話電ず必、は際の診受。すで要
必が料診初、で時４～時１後午、分03
時11～分03時９前午、は間時付受
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へ）0931・32☎（ータンセ
祉福合総らか㈪日７月３合問・込申
）校学門専祉福海南（氏文敬田原師講

人08着先員定
民市の上以歳06象対
ータンセ祉福合総所場

時３～分03時
1後午㈭日42、㈭日71月３時日

。すで」チッレトスの心「
、はマーテ。すまし催開を室教康健者
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の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

２月３日の節分の日、市内の保育所などで豆まきが行われ
ました。条東保育所では、部屋で先生から節分の行事につい
ての話をペープサートで聞いたのち、子どもたちが手作りの
鬼のお面をつけ園庭に集まり豆まき開始。最初は、5歳児たち
が鬼に扮し、1・2歳児たちが豆をまいて鬼退治。そんな中、
園庭に大太鼓が鳴り響き、それを合図に「本物」の鬼が登

場！　園庭では子どもたちの歓声と泣き声が交錯し、あまり
の怖さに園庭の四隅へ逃げまわる子、「鬼は外！福は内！」
と何度も繰り返し叫びながら豆をぶつける子、「賢くする
～」と言いながら泣いてしまって、ずっと先生にしがみつい
ていた子、さまざまでした。しかし最後は、みんなが力を合
わせて鬼に立ち向かい、ついに鬼は退散していきました。

市内保育所などで節分の豆まき行事
～い鬼さん、豆まきで退治したよ！怖

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。­

市が交流を進めるリトアニアのカウナス市にある国立チュルリョーニス美術館
陶芸博物館で、１月29日から１か月間、伊藤市長の陶芸作品展が開催され、日
本・リトアニア国交25周年に花を添え、両国の友好親善に貢献しました。これ
は、昨年7月の訪問時に市長と対談した同館館長からの強い要請を受け実現。青白
磁大鉢、青磁壺、抹茶碗など５作品が展示され、作品に込められた思いや製作技
法とともに、日本の茶道文化も紹介されました。同館館長は「両国の国交25周年
という記念すべき年に、このような展覧会の開催は素晴らしい。哲学的洞察とと
もに、深く掘り下げた展示で、見るものに思想的変化をもたらすものである」と
コメントしました。

リトアニアで伊藤市長の陶芸作品展が開催
化よ海を越えて ～日本・リトアニア国交25周年～文

23 広報いずみおおつ　平成28年3月号

作品展オープニングでの重枝･駐リトア
ニア特命全権大使、エミリヤ担当官、
ポポバス･カウナス副市長（左から）



Izumiotsu  Town  Topics

国内外の旅行客で賑わう関西国際空港第１ター
ミナルビルにおいて、「アート・ブランケット
展」を開催しました。本市が持つ技術を駆使し、
世界的にも有名な絵画を色鮮やかにプリントした
毛布が展示され、多くの旅行客の目を引きまし
た。会場にはおづみんも駆けつけ、国内外に「毛
布のまち・泉大津」をアピールしました。

２月７日、市民会館で「フォーラムin泉大津～すてきに
生きる女と男～」を開催しました。男女共同参画交流サロ
ン（にんじんサロン）で活動しているオカリナキャロッ
ト、手話ダンス虹の輪によるオープニング演技の後、第1
部は中国琵琶ソリストのエンキさんとボーカリスト摩耶あ

きらさんのコラボレーション。伊藤市長と摩耶さんが一緒
に即興で歌うシーンもありました。第2部は「男と女これ
からどう生きる！」と題した講演会。男女共同参画のまち
づくりを進めるための今後10年間の取り組みをまとめた
「第３次男女共同参画推進計画（にんじんプラン）」につ
いて、和歌山大学教授で、本市男女共同参画審議会会長の
岡崎裕氏から報告がありました。

「パパいっしょにあそぼう」を開催
パがつくった小麦粉ねんど、たのしいなパ

２月６日、地域子育て支援センターで、「パパいっしょにあそぼう」
を開催しました。子育て中のお父さんと子どもが参加し、一緒に自由に
あそんだり、小麦粉ねんど作りをしたり、お父さん同士で子どものこと
を話したりしました。お父さんからは「親子で楽しく遊べてよかった」
「おもちゃもいっぱいあって、こんな遊び場があるのはいいですね」な
どの声がありました。

阿倍野防災センターで防災を学ぶ
国人の皆さんが防災体験バスツアー外

１月31日、市・泉大津国際交流協会・大阪府国際交流財団（OFIX）が
「外国人のための防災体験バスツアー」を開催。昨年度の「外国人のた
めの防災訓練」に続いての開催で、５か国11人の外国人が参加しまし
た。バスで大阪市立阿倍野防災センターを訪問し、阪神大震災の被害を
再現したコーナーや、バーチャル地震、煙中避難、初期消火、119番通
報などを体験しました。バスでは参加者みんなで自己紹介を行い、セン
ターでは体験した内容をお互いに教え合うなど、ツアーを通じて防災に
ついて学ぶとともに、参加者みんながそれぞれの交流を深めました。

25 広報いずみおおつ　平成28年3月号

アート・ブランケット展開催
空が「毛布の美術館」に関

平成27年度「大阪府児童・生徒防火図画」コンクールで、応募総数1万5,134点
の中から、本市防火図画コンクールで市長賞を受賞した東陽中学校２年の貴志彩

香さん（左写真左）の作品が府知事賞に入賞しました。
同じく、誠風中学校２年の柴谷礼音さんが府消防協会会
長賞に入選、条南小学校１年の山崎飛鳥さんが府幼年・
少年・婦人等防火委員会会長賞に入選しました。１月
26日に大阪市のドーンセンターで表彰式が行われ、入
賞者の皆さんに対して、約400人の出席者から盛大な拍
手が送られました。

泉穴師神社で文化財消防訓練
民・消防連携で守ろう文化財市

消防本部は、「第62回文化財防火デー」に伴い、国の重要文化財の
ある泉穴師神社で自衛消防隊と合同で消防訓練を実施しました。
拝殿付近から出火したとの想定で神社から消防署に119番通報を実

施し、氏子で編成された自衛消防隊が、境内に設置した放水銃を使用
し、初期消火を行い、文化財を手際よく安全な場所へ搬出しました。
また、はしご車など消防車３台が駆けつけ、拝殿に向かって一斉放

水し建物を水幕で包み込みました。訓練終了後は、電気設備や自動火
災報知設備などの検査も行いました。　

市婦人協議会が小学生に贈呈
めてかぶった「防災ずきん」初

市婦人協議会は、普段の活動を地域に還元しようと、会員が得意と
している手芸の腕や、市の出前講座で学んだ防災の知識を生かし、防
災ずきんを作成。上條・旭両小学校の仲よし学級を訪れ、それぞれ

100着の防災ずきんをプレゼントしまし
た。当日は、会員らが子どもたちに防災
ずきんの着用方法を教えた後、手作りの
防災かるたを使い、遊びを通して防災に
関する知識を伝えました。今後も、各小
学校に順次広めていく予定です。

J:COMの情報番組に出演
づみんがテレビの取材を受けましたお

J:COMチャンネル（ケーブルテレビ）で放送中の「おちゃのこ
SaiSai」という番組に取材してもらったよ＠^^＠
関西のいろんなまちの話題を紹介する情報番組で、「おづみん」の

名前の由来や趣味など、いろんな質問を受けたよ♪　放送は２月だっ
たからもう終わっちゃったんだけど、取材の様子を市のホームページ
「おづみん日記」に書いたから、ぜひチェックしてね！＠^o^＠

平成27年度　大阪府児童・生徒防火図画
陽中・貴志さんが府知事賞に輝く東
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貴志さんの作品→

フォーラム「すてきに生きる女と男」
女がともに輝けるまちをめざして男



Jr トータルトレーニング教室

館外スポーツ教室

　総合体育館では、下表のとおり平成 28年度スポーツ教室の受講生を募集します。
　往復はがきに、①教室名、②受講者氏名（ふりがな）、③電話番号、④新学年（ミニバスケットボールのみ）、⑤硬
式テニス教室は経験年数（できるだけ詳しく）を記入し、3 月 15 日㈫必着で、〒595－0013　宮町２－50 総
合体育館へ。なお、返信用はがきにも住所・氏名を記入のこと。はがき１枚で１教室１人の申し込みができます。
また、定員を超えた場合は抽選します。

　新しい学年になる前にスキルアップして、自信をつけませんか？
　トータルトレーニングとは、適切な時期に一つのスポーツに偏ることなく、多種多様な動きを体験・習得し、
基盤となる体力づくりを行うことです。瞬発力・体幹・バランス感覚などを鍛えましょう！ 

ミニ・バスケットボール
土曜日（祝日などを除く）
午後6時～７時30分
条南小学校体育館
40人

市内小学校新3～ 6年生

3,810円（保険料含む）

市バスケットボール連盟
　　　　　　　ー

前期硬式テニス
前期12回（4～７月の金曜日）
午後1時～ 3時（準備・片付けを含む）
総合体育館
前期30人
市内在住・在勤の初心者（テニス協会・連
盟主催の大会などに出場したことのない人）
ラケット（有料の貸しラケットあり）、室内
用テニスシューズ（商品名にテニスシュー
ズと明記のもの）

4,600円（教材費および保険料含む）

室内用運動靴

増田仁孝ほか
後期1～ 3月の募集は12月に実施

日 時

場 所
定 員

対 象

持 物

受 講 料

講 師
そ の 他

Tennis

Basketball

平成 28 年度

Jr トータルトレーニング教室
受 講 生 募 集！

やればできる！を自分のものに ! !　Pick Up

01

館外スポーツ教室
受 講 生 募 集！

Pick Up

02

■ 平成 28 年度館外スポーツ教室の詳細

■ Jr トータルトレーニング教室の詳細 【申込】 往復はがきに、①コース名、②受講者氏
名（ふりがな）、③性別、④電話番号、⑤生年月日、
⑥新学年を記入のうえ、３月 15 日㈫必着で総合
体育館（〒595－0013　宮町２－50）へ
　なお、返信用にも住所・氏名を記入のこと。
はがき１枚で１教室１人の申し込みが可能です。
ただし、定員を超えた場合は抽選となります。

３月 29日㈫、30 日㈬
午前９時 30 分～ 10 時 30 分
市内小学生　新１～３年生
瞬発力・バランス感覚・リズム感・
ジャンプ力など、基礎的な運動か
ら始めて遊びながらたくさん体を
動かす体験をする。

日 程
時 間
対 象
内 容

低学年コース 高学年コース

【共通事項】
［場所］総合体育館　　［募集人数］各コース 30 人　［受講料］低学年コース…200 円、
高学年コース…300 円（任意保険制度あり。別途 810 円）　

３月 29 日㈫～ 31 日㈭
午前 11 時～正午
市内小学生　新４～６年生
柔軟性・平衡性（バランス）・敏捷
性（すばやい身のこなし）・巧緻性
（器用さ）・瞬発性などを習得し、
心身の発達のバランスをとりなが
ら今後の専門種目でもケガのしに
くい体づくりを行う。

※体育館改修工事予定のため、例年の回数と異なります。

昨年のトータルトレーニング教室の様子
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　トレーニング室を利用するには講習
会の受講が必要です。総合体育館では、
次の日程で講習会を開きます。

対象　15 歳以上の人（中学生は不可。
高校生は申し込み時に年齢を証明でき
るものを提示）
定員　６人
講習日の持物　250 円（許可証を発
行）・縦 3cm×横 2cmの顔写真・上靴・
運動のできる服装
申込　３月 20 日㈰ 午前 10 時から総
合体育館へ（電話不可）
　なお、３月分も空きがあります。随
時申し込み可能です。

　土曜日の午前中、小中学生とその保
護者を対象に総合体育館の無料開放を
行っています。卓球やバドミントンな
どができます。道具の貸し出しはあり
ません。なお、混雑時は制限させてい
ただく場合があります。
３月の無料開放日　３月 12 日㈯、26
日㈯　午前９時～正午
　なお、運動できる服装と上靴をお持
ちください。

　日ごろの運動不足解消に、バドミン
トンをやってみませんか。初めての人
はもちろん、経験者にも指導します。
一度見学にお越しください。
練習日時　原則として毎週水曜日の午
前中
場所　総合体育館
問合　川端（☎090・3285・0705）

　府では、第 16 回大阪府障がい者ス
ポーツ大会を開催します。
競技・日程・会場　▷陸上競技…５月
15 日㈰　万博記念競技場　▷水泳・

卓 球 … ５ 月 21 日 ㈯　東 和 薬 品
RACTAB ドーム（府立門真スポーツ
センター）　▷アーチェリー（身体障
がい者で経験者）※弓具の貸し出しな
し…５月 22 日㈰　浜寺公園アーチェ
リー場　▷ボウリング（知的障がい者
のみ）…５月 28 日㈯　イーグルボウ
ル　▷フライングディスク…５月 29
日㈰　ファインプラザ大阪（府立障が
い者交流促進センター）
申込・問合　３月 18 日㈮までに障が
い福祉課（市役所１階９番窓口）へ

　大津川河川敷にある大阪府唯一の
コースでマレットゴルフを始めてみま
せんか。当会は泉大津市グラウンドゴ
ルフ連盟に属しています。
日時　毎週水曜日　午後1時30分（雨
天時は金曜日）
場所　大津川河川敷西コース（ふれあ
い橋付近）
対象　市内在住の人
用具　グラウンドゴルフ、パークゴル
フ、ゲートボールのクラブ・ボールが
使用可（初めての人には貸し出します）
会費　年間 1,000 円
申込・問合　井下（☎33・1510）へ

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝☎33・1200

トレーニング室
利用講習会（４月分）

３月 12 日、26 日は
体育館無料開放！

楽しくバドミントンを
しませんか

障がい者スポーツ大会
出場者募集

マレットゴルフ愛好会
会員募集

日　　時
３日㈰
８日㈮
16日㈯
22日㈮

午前 10時～
午後３時～
午前 10時～
午後７時～

５日㈫
12日㈫
21日㈭
27日㈬

午前 10時～
午後７時～
午後３時～
午後７時～

利用講習会 ４月分日程表

「いいね！」で、広まる泉大津ファンの輪
泉大津市フェイスブックに
ついて詳しくは、泉大津市
HPをご覧ください！

泉大津市フェイスブック→

泉大津市公式フェイスブックに
「いいね！」してね！

市の取り組みやイベント情報など旬
の話題をお届けします。おづみんの
情報もいっぱい＠・・＠／
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Mayor's
Work

２月の主な動き

市長の
う ご き

●２月３日㈬
第３次泉大津市男女共同参画推進
計画について、本市男女共同参画
審議会の岡崎裕会長から答申をい
ただきました。その後、本市にお
ける今後の男女共同参画のまちづ
くりについて意見交換を行いまし
た。

●２月７日㈰
市民会館で開催した「フォーラム
in泉大津～すてきに生きる女と男
～」に参加。市長もステージに上
がり、ボーカリストの摩耶あきら
さんと一緒に歌を披露しました。

●～18日㈮
市議会第１回定例会（市役所５階）
●12日㈯
教育委員会表彰式（テクスピア大阪）
●13日㈰
オリアム随筆賞表彰式（テクスピ
ア大阪）
●17日㈭
定例市長会議（大阪府庁）
●24日㈭
泉大津市和泉市墓地組合議会（市
役所３階）
●26日㈯
泉北環境資源化センター竣工式
（和泉市）
●28日㈪
セーフコミュニティ推進協議会
（市役所３階）
その他、人権・教育関係行事など
出席（10件）

◆土器講座「弥生土器をつくろう」
日時／3月8日㈫　午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後とも先着8人　
参加費／300g300円〜　申込／電話予約受付中

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／①3月6日㈰、②4月3日㈰　午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後とも先着4人
（中学生以上） 参加費／30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／①電話予約受付
中、②３月27日㈰午前10時から電話予約

◆史跡公園エコツアー ～金属の利用のはじまりと人々の生活～
日時／3月12日㈯　午後1時30分〜（午後1時から受付）　定員／先着30人　
参加費／無料　講師／青山政利氏（元近畿大学理工学部准教授） 申込／電話予約受付中

◆小中学生のためのガラス玉講座2016
日時／3月20日㈰　①午前10時〜、②午前11時〜、③午後1時30分〜、④午後2時30分〜
（受付は各回の30分前）　定員／各回先着2人（小学低学年は各回1人まで、保護者同伴）
参加費／500円　申込／3月6日㈰午前10時から電話予約

◆春休み体験講座「小中学生のためのカード織り～オリジナルキーホルダーをつくろう～」
日時／3月27日㈰　①午前10時〜、②午後1時30分〜　（受付は各回の30分前）　定員／各
回先着20人（小学生以上。低学年は保護者同伴） 参加費／500円　申込／3月13日㈰午前
10時から電話予約 なお、詳細は弥生学習館へ。

◆手織り体験「裂織り」　初めての人はテーブルセンターとなります。
期間／3月25日㈮、27日㈰、28日㈪、31日㈭　午前10時〜午後３時30分　場所／体験
学習室　定員／各日先着４人　費用／受講料100円、材料1m1,000円　講師／「織編館
手織りの会」の皆さん　申込／3月1日㈫午前10時から電話にて織編館へ

◆企画展「昭和のくらし～昔の道具展～」
期間／3月6日㈰まで 内容／昭和のくらしを支えた懐かしの道具を展示
※団体見学のご希望は事前予約をお願いします。　なお、詳細は織編館へ。

織編館
おり   あむ   かん ☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 ☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

３月の主な予定
※(　) 内は場所
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◇第１会場…桃山学院史料展示コーナー（和泉市まなび野 1-1　桃山学院大学　
聖ペテロ館 2 階）　期間／４月２日㈯～５月 23 日㈪　午前９時～午後５時（入
館は午後４時 30 分まで）※土・日曜日休館　問合／桃山学院大学　（☎54・
3131）　
◇第２会場…泉大津市役所ロビー　期間／ 5 月 25 日㈬～ 6 月 15 日㈬　午前 8
時 45 分～午後 5時 15 分　※土・日曜日閉庁　問合／生涯学習課（市役所 3階）

社会学部 50 年 の軌跡桃山学院大学社会学部
開設 50 周年記念企画展
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の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

９
番
窓
口
）

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
（
初
乗
り
料

金
）
を
助
成
す
る
平
成
28
年
度
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
次
の
と
お
り
交
付

し
ま
す
。

受
付
日
時
・
場
所

▽
３
月
28
日
㈪

～
４
月
１
日
㈮
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
…
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

▽
４
月
４
日
㈪
以
降
…
障
が
い
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）

対
象
在
宅
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
・
２
級
、
お
よ
び
視
覚
障
が
い
・
下

肢
障
が
い
・
体
幹
機
能
障
が
い
・
脳

原
性
移
動
障
が
い
・
運
動
機
能
障
が

い
・
四
肢
障
が
い
・
じ
ん
臓
機
能
障

が
い
を
有
す
る
身
体
障
が
い
者
手
帳

３
・
４
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

１
を
お
持
ち
の
人

持
物
手
帳
と
印
鑑
（
代
理
人
が
手
続

き
を
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理
人
の
印

鑑
）

※
交
付
済
み
の
平
成
27
年
度
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て
は
、
３
月
31

日
㈭
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

９
番
窓
口
）

市
民
の
方
よ
り
、
10
月
支
給
分
の
児

童
手
当
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
で
、
市
役
所

１
階
に
あ
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
用
の

動
物
の
人
形
を
購
入
し
ま
し
た
。

問
合
こ
ど
も
未
来
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

いただいた楽器で演奏する
中学生

記念式典で伊藤市長が感謝状を贈呈

防犯ブザー

東
雲
公
園
の
時
計
台
（
下
が
塗
り
直
し
・
植
栽
後
）

　創立 55 周年を迎えた泉大津ライオンズクラブから、
記念事業として市へさまざまな寄付をいただきました。
　新１年生となる市内の子どもたちに、昨年･今年と２
年続けてランドセルなどにつけられる防犯ブザーを、ま
た、東雲公園の時計台の塗り直しと、その台座部分への
植栽をしていただきました。そして、本市３中学校の吹

奏楽部へホルンやトロンボーンなどの楽器を３校合わせ
て多数いただきました。
　これを受け、２月 10 日に堺市のホテルで開催された
泉大津ライオンズクラブ 55 周年記念式典で、伊藤市長
が感謝状を贈りました。

障
が
い
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

ライオンズクラブから寄付をいただきました
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寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

子
ど
も
の
居
場
所
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
代
。
今
の
子
ど
も
の
現

状
や
環
境
な
ど
を
学
び
、
地
域
が
で
き

る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
18
日
㈮
　
午
後
３
時
～

５
時

場
所
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
２
階

講
師
金
澤
ま
す
み
氏
（
桃
山
学
院
大

学
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教
授
）

定
員
30
人

内
容
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込

３
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス（
33
・
１
１
７
８
）、メ
ー
ル

（
jinken@
city.izum
iotsu.osaka.j

p）
で
人
権
市
民
協
働
課
ま
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
☎
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

   　
自
治
会
と
協
力
し
、
市
内
61
か
所
に

自
治
会
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
掲
示
板
に
海
抜
を
表
示

し
た
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

今
回
で
平
成
25
年
度
の
80
基
と
合
わ

せ
、
１
４
１
基
の
設
置
が
完
了
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
27
年
度
の
宝
く
じ
助

成
金
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）

重
要
な
個
人
情
報
で
あ
る
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
記
載
さ
れ
て

い
る
通
知
カ
ー
ド
は
、
年
金
・
雇
用
保

険
・
医
療
保
険
・
生
活
保
護
・
児
童

手
当
・
そ
の
他
福
祉
の
給
付
、
お
よ
び

勤
務
先
な
ど
で
の
税
や
社
会
保
険
の

手
続
き
で
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
、
速
や
か
に
受
け
取
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
、
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
再
度
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
が
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
に
市

役
所
市
民
課
へ
受
取
り
に
来
庁
く
だ

さ
い
。

問
合
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

市役所
お知らせ

からの

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

～
夕
刻
を
支
え
る
場
の
可
能
性
～

こどもおづみん食堂ではいっしょにご飯を食べ、人と
のつながりの心地よさを体験できるよう、子どもの居場
所を提供しています。1月は豚汁、炊き込みご飯、きな粉
もちなどを作りました。自分たちの手でおもちを丸め

て、きな粉やあんこをつけて食べました。また、食堂に絵本を用意
したことで、大人が子どもたちに読んであげたり、子ども同士で絵
本を読むことができ、楽しい時間を過ごすことができました。
▷3月の開催　日時 3月9日㈬、23日㈬　いずれも午後6時～
場所 総合福祉センター3階
▷参加者の声　「おもちを自分で作れたのが子どものいい経験にな
りました」「初めて来ましたがおいしかった。あたたかい雰囲気で
楽しかった」「作ってくれた料理がとてもおいしかった」
▷食材を提供いただきました！　大阪いずみ市民生活協同組合から
は肉、野菜などを、高橋米穀店から米、もち米を、戎米穀店から米
を、㈱本家さぬきやから野菜をご提供いただきました。
問合 こども未来課（市役所1階3番窓口）

こどもおづみん食堂こどもおづみん食堂 3月は、9日と 23日！

ワイワイガヤガヤ　みんなでごはんやで！

食材（米・根菜類など日もちするもの

で生もの除く）の提供、ボランティア

のご協力をお願いします。

総合福祉センター（☎23･1390）へ

『ご協力のお願い』『ご協力のお願い』

み
ん
な
で
お
も
ち
作
り

に
挑
戦
！

に
ぎ
わ
う
こ
ど
も
お
づ

み
ん
食
堂

海
抜
表
示
付
き
の
掲
示
板
を

市
内
61
か
所
に
新
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
な
い
人
へ

※H28年2月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,788人 (−94人)
●女
 39,405人 (−29人)
●男
 36,383人 (−65人)
●世帯数
33,634世帯(−25世帯)
●面積
   13.41㎢   (±0㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

・法のポイント
対　象

国の行政機関・地方公共
団体など（市役所など）

民間事業者
（会社やお店など）

してはいけません（禁止）

してはいけません（禁止）

不当な差別的取り扱い 合理的配慮の提供

しなければなりません
（法的義務）

するように努力
（努力義務）

新しく設置した自治会掲示板
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市
民
活
動
を
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、

何
か
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

大
歓
迎
！

日
時

３
月
５
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時

場
所

泉
大
津
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
（
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
５
階
）

定
員
事
前
申
込
先
着
順
20
人
（
参
加

費
無
料
）

申
込
・
問
合

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
お
づ
ぷ
ら
ざ
）（
☎
24
・
９
０
１

６
、
フ
ァ
ク
ス
24
・
９
０
１
７
、
メ
ー

ル
info@
oduplaza.com
）

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
全
国

で
年
間
約
２
万
５
０
０
０
人
前
後
、
府

で
も
約
１
４
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、「
そ
の
多
く
が

追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ
り
、「
そ

の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会

的
な
問
題
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
の
相
談

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身

近
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い
た
ら
、
温
か

く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
専
門
家
へ
の
相
談
を
す
す
め
、
じ

っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
よ
り
進
め
て
い
る
本
市
の
自
殺
予

防
の
取
り
組
み
を
、
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５
６

受
付
時
間

３
月
１
日
㈰
　
午
前
９

時
30
分
～
31
日
㈫
　
午
後
５
時
（
24
時

間
体
制
）

こ
こ
ろ
の
健
康
に
不
安
を
感
じ
た
ら

▽
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー

（
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
）（
☎
０
６
・

６
６
０
７
・
８
８
１
４
）平
日
の
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
和
泉
保
健
所
（
☎
41
・
１
３
４
２
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45

分
若
者
専
用
電
話
相
談
（
40
歳
未
満
）

▽
わ
か
ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
（
わ
か
も
の
ハ

ー
ト
ぼ
ち
ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
）（
☎
０

６
・
６
６
０
７
・
８
８
１
４
）水
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

電
話
相
談

▽
関
西
い
の
ち
の
電
話
（
☎
０
６
・
６

３
０
９
・
１
１
２
１
）
24
時
間
、
３

６
５
日

▽
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

６
・
６
２
６
０
・
４
３
４
３
）金
曜

日
の
午
後
１
時
～
日
曜
日
の
午
後

10
時
（
57
時
間
）

▽
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
（
☎
０
６
・
６
９

４
２
・
９
０
９
０
）月
曜
日
の
午
後

８
時
～
火
曜
日
の
午
前
３
時（
７
時

間
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
相
談

▽
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
（
☎
０
１

２
０
・
７
３
８
・
５
５
６
）毎
月
10

日
の
午
前
８
時
～
翌
日
午
前
８
時

（
24
時
間
）

借
金
の
返
済
に
困
っ
た
ら

府
債
務
整
理
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ（
借
金
の

悩
み
相
談
室
　
☎
０
６
・
６
２
１
０
・

９
５
１
２
）平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６

時
（
受
付
：
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
亡
く

し
た
人
の
た
め
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。お
電
話
の
場
合
は
、「
自
死

遺
族
相
談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
合

府
こ
こ
ろ
の
健
康
総

合
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
６
・
６
６
９
１
・

２
８
１
８
）
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
45
分

講
演
会
「
若
者
の
自
殺
予
防
」
～
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
～

健
康
問
題
は
自
殺
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
で
、
過
労
や
重
責
な
ど
か
ら
精
神

的
な
疾
患
に
か
か
り
、
自
ら
命
を
絶
つ

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今

回
、
若
者
の
労
働
環
境
と
自
殺
に
焦
点

を
当
て
、自
殺
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、見
逃

さ
な
い
こ
と
で
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分
（
受
付
：
１
時
30
分
～
）

場
所
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
小
ホ
ー
ル

定
員
先
着
１
０
０
人

問
合
生
活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
７

番
窓
口
）
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（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

今
年
４
月
か
ら
小
規
模
（
定
員
18
人

以
下
の
予
定
）
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
密
着
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
位
置

付
け
ら
れ
、
市
内
の
小
規
模
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
は
原
則
泉
大
津
市
の
被

保
険
者
の
み
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
合
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
８

番
窓
口
）

入
院
時
の
食
事
代
が
一
部
変
更
に

４
月
か
ら
入
院
し
た
時
の
食
事
代

が
「
一
般
」
の
人
の
場
合
、
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
住
民
税
非
課
税

世
帯
、
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
「
国
民
健
康
保
険
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
提
示
が
必
要
で
す
。

４
月
以
降
に
入
院
し
た
と
き
の
食
事

代
の
標
準
負
担
額
（
１
食
に
つ
き
）

▽
一
般
（
次
の
２
つ
以
外
の
人
）
…
３

６
０
円

▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
低
所
得

Ⅱ
…
90
日
ま
で
の
入
院
で
２
１
０
円
、

91
日
以
降
か
ら
１
６
０
円

▽
低
所
得
Ⅰ
…
１
０
０
円

保
険
証
の
再
交
付
に
は
顔
写
真
付
き

の
本
人
確
認
資
料
が
必
要
に

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

な
ど
）
や
被
保
険
者
証
の
再
交
付
申
請

の
際
は
、
本
人
確
認
資
料
と
し
て
顔
写

真
の
つ
い
た
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
お
持
ち

で
な
い
場
合
、
被
保
険
者
証
の
即
日
交

付
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

猶
予
に
は
申
請
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
被
保

険
者
が
学
生
で
あ
り
、
か
つ
、
本
人
の

所
得
が
一
定
以
下
（
※
）
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

申
請
方
法

学
生
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の
（
学
生
証
・
在
学
証
明

書
な
ど
）・
年
金
手
帳
・
認
め
印
を
持

参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
へ

平
成
27
年
４
月
～
平
成
28
年
３
月

に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
、
４

月
以
降
も
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
27
年
度
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
、
あ
ら
か
じ
め
在

学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
把
握
で
き
た

人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
３
月
下
旬

に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
を
印
字
し
た

学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が
き
形

式
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
在

学
中
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
返
送
す
る
こ
と
で
、
平
成
28
年
度

の
学
生
納
付
特
例
を
申
請
で
き
ま
す
。

返
送
に
は
、
学
生
証
な
ど
学
生
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
在
学
す
る
学
校
を
変
更
し
た

場
合
や
失
業
な
ど
を
事
由
と
す
る
学

生
納
付
特
例
の
申
請
を
行
う
場
合
は
、

は
が
き
形
式
の
申
請
書
で
は
申
請
で

き
ま
せ
ん
。
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
年
金
課
の
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）所
得
基
準
額（
申
請
者
本
人
の
み
）

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

学
生
以
外
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
別
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）、
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
本
市
教

育
委
員
会
が
行
っ
た
平
成
26
年
度
事

業
分
の
事
務
管
理
や
執
行
状
況
に
つ

い
て
、
次
の
６
事
業
の
点
検
・
評
価
結

果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

事
業
は
、
①
小
学
校
教
材
整
備
の
推

進
（
小
学
校
教
材
整
備
事
業
、
小
学
校

教
育
振
興
事
業
）、
②
中
学
校
運
営
事

業（
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
）、③
家
庭

教
育
支
援
事
業
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
に
よ
る
支
援
事
業
、
④
介
助
員

配
置
事
業
、
⑤
留
守
家
庭
児
童
会
運
営

事
業
、
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
配
置

事
業
、
留
守
家
庭
児
童
会
維
持
管
理
事

業
、
⑥
文
化
活
動
振
興
事
業
で
す
。

詳
細
は
「
平
成
27
年
度
泉
大
津
市
教

育
委
員
会
教
育
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
に
関
す
る
点
検
及
び
評
価

結
果
報
告
書
」
に
掲
載
し
て
お
り
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー（
市
役
所
１
、４
階
）、南
北
公
民
館
、

図
書
館
、総
合
体
育
館
、市
民
会
館
、勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
池
上
曽
根
弥
生
学

習
館
、
織
編
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合

教
育
総
務
課
（
市
役
所
３
階
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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■ 総合労働相談ダイヤル
大阪労働局では、労働問題に関するあらゆる分野の相談を、

労働局や府内各労働基準監督署に設置した総合労働相談コー
ナーで受け付けています。労働者、事業主とも利用できます。
▷総合労働相談ダイヤル（☎0120・939・009）※府内固定
電話 平日午前９時～午後６時　※府外・携帯などからは
☎06・7660・0072）
▷泉大津総合労働相談コーナー（泉大津労働基準監督署内＝
☎32・3888）平日午前９時～午後５時

■３月のおすすめセミナー
スーツ着こなし＆ビジネスマナーセミナー

紳士服販売のはるやまから講師をお招きして、プロの視点

からビジネス場面でのスーツ着こなし術やビジネスマナーに
ついて解説していただきます。
日時 ３月 17 日㈭　午後１時 30 分～３時
場所 ハローワーク泉大津　２階イベントルーム
定員 先着 20 人（要予約）
メイクレッスンセミナー（女性対象）
日時 ３月 18 日㈮　午後１時 30 分～３時
場所 ハローワーク泉大津　２階イベントルーム
定員 先着 18 人（要予約）

■ ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト
休業４日以上の死傷災害のうち最も件数が多い転倒災害の

減少を図るため、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」という
スローガンのもと、取り組みを進めることになりました。

職場における転倒リスクの総点検などにより、職場の安全
意識を高め、安心して働ける職場環境の実現に向けて、災害防
止対策を進めましょう。

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

ハローワーク泉大津からのお知らせ（☎32・5181）

泉大津労働基準監督署からのお知らせ（☎27・1211）

大阪府からのお知らせ

市
民
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

「
井
戸
端
会
議
」

教
育
委
員
会
事
業
の

点
検
・
評
価
結
果

３
月
は

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

学
生
は
国
民
年
金
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合

わせください。
○広告サイズ…幅 183mm×高さ 49mm（2色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　☎072・242・7997　FAX 072・296・7375

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

小
規
模
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

地
域
密
着
型
に
移
行
し
ま
す
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（
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

市
で
は
地
域
環
境
基
金
活
用
事
業

の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
（
受
給
最
大
電
力
10
キ
ロ
ワ

ッ
ト
未
満
対
象
）
や
高
効
率
給
湯
器
な

ど
の
購
入
・
設
置
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
購
入
・
設
置
し
、
領
収

書
や
電
力
需
給
契
約
書
の
日
付
が
３

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
（
４
月
１
日
以
降
）
に
な
る
と
受

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）泉

北
環
境
整
備
施
設
組
合
で
は
、
４

月
供
用
開
始
予
定
の
資
源
化
セ
ン
タ

ー
「
エ
コ
ト
ピ
ア
泉
北
」
内
の
一
部
照

明
や
電
源
、
ま
た
、
災
害
時
の
対
策
の

一
環
と
し
て
コ
ン
セ
ン
ト
電
源
の
電

力
を
一
定
賄
え
る
よ
う
、
同
施
設
屋
根

上
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
10
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
を

図
り
つ
つ
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、

地
球
に
や
さ
し
い
「
環
境
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
合
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
（
☎

41
・
２
０
３
０
）

今
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
適
用

昨
年
６
月
、
公
職
選
挙
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
の
夏

の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
法
律
改
正
の
意
義
を
少
し

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
お

い
て
国
は
、
日
本
の
未
来
を
担
う
存
在

で
あ
る
10
代
に
よ
り
政
治
に
参
画
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
若
い

う
ち
か
ら
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
主
体
的
に
政
治
に
関
わ
る

若
者
が
増
え
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が

あ
り
ま
す
。

若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、
若

者
の
声
は
政
治
に
届
き
に
く
く
な
り
、

そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が
実

現
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
実
現
す
る
の

に
時
間
を
要
し
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
社
会
や
政
治
が
若
者
の
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
18
歳
か
ら
が
主
流

国
際
的
に
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。

平
成
26
年
の
国
立
国
会
図
書
館
の
調

査
で
は
、
世
界
１
９
１
の
国
・
地
域
の

う
ち
、
９
割
近
く
が
日
本
の
衆
議
院
に

あ
た
る
下
院
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳

以
上
」
と
定
め
て
お
り
、
世
界
各
国
の

選
挙
権
年
齢
は
18
歳
が
主
流
で
す
。

昨
年
12
月
に
、
全
国
す
べ
て
の
高
校

生
な
ど
に
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
学

習
の
た
め
の
副
教
材
「
私
た
ち
が
拓
く

日
本
の
未
来
」
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
家
庭
や
地
域
で
政
治

や
選
挙
が
話
題
と
な
り
、
政
治
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
政
治
参
加
へ
の
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
合
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
３

階
）次

の
日
程
で
運
転
者
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮
　
午

後
７
時
～

場
所
▽
22
日
㈫
、
23
日
㈬
…
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
　
▽
24
日
㈭
…
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
　
▽
25
日
㈮
…
上
條
小

学
校
体
育
館

問
合
土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番
窓

口
）

市
役
所
内
の
各
課
お
よ
び
関
係
施

設
で
一
般
事
務
補
助
業
務
を
行
う
嘱

託
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
助
者

な
し
で
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

②
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
60
歳

未
満
の
人
（
定
年
は
60
歳
）
で
パ
ソ
コ

ン
操
作
の
で
き
る
人
（
文
書
作
成
・
表

計
算
な
ど
中
級
程
度
）
　
③
地
方
公
務

員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い
人

報
酬
月
額
12
万
６
１
０
０
円

勤
務
時
間
週
約
29
時
間

採
用
人
数
２
人

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
面
接
試
験
（
試
験
日
は
３
月
20

日
㈰
）

申
込

３
月
１
日
㈫
～
16
日
㈬
ま
で

に
、
人
事
課
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書

を
人
事
課
へ
提
出
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

雇
用
条
件
な
ど
、
詳
細
は
「
平
成
28

年
度
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
泉
大

津
市
一
般
事
務
補
助
非
常
勤
嘱
託
員

採
用
試
験
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）

資
格

次
の
①
～
④
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

①
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
60

歳
未
満
の
人
　
②
図
書
館
司
書
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

③
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人
　
④
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

該
当
し
な
い
人

賃
金
日
額
６
６
７
０
円

勤
務
日
時

火
～
日
曜
日
の
う
ち
５

日
間
　
午
前
９
時
～
午
後
７
時
15
分

の
間
で
一
日
７
時
間
45
分

雇
用
期
間
４
月
１
日
～
９
月
30
日

採
用
人
数
１
人

選
考
方
法
面
接
試
験
（
試
験
日
は
３

月
16
㈰
㈬
　
午
前
10
時
～
　
図
書
館

に
て
）

申
込

３
月
１
日
㈫
～
13
日
㈰
ま
で

に
、
図
書
館
で
配
布
す
る
泉
大
津
市
臨

時
職
員
（
図
書
館
司
書
）
採
用
申
込
書

と
、
図
書
館
司
書
資
格
を
証
す
る
書
類

ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
を
証
す
る

書
類
を
直
接
、
図
書
館
へ

問
合

図
書
館
（
☎
32
・
０
５
６
２
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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図
書
館
司
書
（
臨
時
職
員
）

募
集

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て
、
市
役
所

の
受
付
お
よ
び
窓
口
付
近
で
の
案
内

を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

資
格
ホ
テ
ル
、
銀
行
、
デ
パ
ー
ト
な

ど
で
接
客
ま
た
は
接
遇
の
経
験
が
あ

る
人
（
原
則
、
市
内
在
住
）

報
償
１
時
間
８
６
０
円

活
動
時
間

市
役
所
開
庁
日
の
午
前

８
時
45
分
～
午
後
１
時
、
お
よ
び
午
後

１
時
～
午
後
５
時
15
分
の
そ
れ
ぞ
れ

４
時
間
15
分
（
１
週
間
に
つ
き
15
時
間

程
度
）

申
込

３
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
（
職
歴
欄
に
は
、
接
客
ま

た
は
接
遇
の
経
験
内
容
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）
を
総
務
課
へ
提
出

問
合
総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
勤
務

す
る
臨
時
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け

し
ま
す
。
登
録
後
、
必
要
が
生
じ
た
場

合
に
連
絡
し
ま
す
。

資
格

60
歳
未
満
の
人
（
定
年
60
歳
）

で
原
則
市
内
在
住
の
人

勤
務
内
容
選
挙
事
務
補
助

勤
務
時
間
週
40
時
間
以
内

申
込
・
問
合

履
歴
書
を
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
へ

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
介

助
員
・
特
別
支
援
員
（
臨
時
職
員
）
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
後
、
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
連
絡
し
ま
す
。

資
格

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
60

歳
未
満
の
人
（
定
年
は
60
歳
）
で
原
則
、

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
を

持
つ
人
で
、
障
が
い
児
教
育
に
対
し
熱

意
が
あ
り
、
意
欲
的
に
対
象
の
児
童
・

生
徒
を
支
援
で
き
る
人

勤
務
内
容

教
育
的
配
慮
を
要
す
る
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
補
助
業
務
（
特
別

支
援
員
は
複
数
の
児
童
・
生
徒
対
応
）

申
込
・
問
合

３
月
１
日
㈫
～
11
日

㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
、

履
歴
書
を
指
導
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

申
請
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
随
時
登
録

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
す
。

資
格

①
40
歳
以
上
の
市
民
　
②
介

護
に
関
す
る
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
経
験
ま
た
は
認
識
が
あ
る
人
　
③

保
健
・
福
祉
・
医
療
ま
た
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
識
や
経
験
が
あ

る
人
　
④
市
が
指
定
す
る
介
護
相
談

員
養
成
研
修
（
５
日
間
40
時
間
程
度
の

研
修
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
、
レ

ポ
ー
ト
提
出
）
の
参
加
が
可
能
な
人

募
集
人
数
若
干
名

活
動
内
容
▽
月
２
回
程
度
（
２
人
１

組
・
１
回
約
２
時
間
）
介
護
保
険
施
設

な
ど
を
訪
問
し
、
利
用
者
か
ら
介
護
保

険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

相
談
を
聞
く
（
活
動
報
告
書
の
提
出
）

▽
月
１
回
介
護
相
談
員
会
議
や
各
種

研
修
会
な
ど
へ
出
席

活
動
時
期
８
月
以
降

選
考
方
法
提
出
書
類
に
よ
る
審
査

申
込

３
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮
ま
で

に
、
高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
応
募
用

紙
兼
履
歴
書
を
高
齢
介
護
課
へ
提
出

相
談
員
派
遣
受
け
入
れ
に
協
力
い

た
だ
け
る
施
設
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

問
合
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
８

番
窓
口
）

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向

上
を
と
も
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
「
社
会

教
育
委
員
」の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
満
20
歳
以
上
（
平
成
28
年
４
月

１
日
時
点
）
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
。（
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
市

の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
、
市
職
員
は

応
募
不
可
）

報
酬
あ
り
（
市
の
規
定
に
よ
る
）

募
集
人
数

１
人
（
委
員
総
数
７
人
）

活
動
内
容

「
社
会
教
育
委
員
会
議
」

に
て
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
を
調

査
・
審
議
（
参
考
：
平
成
27
年
度
は
３

回
開
催
）

選
任
時
期

４
月
１
日
（
任
期
２
年
）

選
考
方
法

申
込
書
お
よ
び
小
論
文

（「
泉
大
津
市
に
お
け
る
社
会
教
育
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
以

内
。
添
付
資
料
は
つ
け
な
い
）
の
書
類

選
考
お
よ
び
面
接
審
査

申
込
・
問
合

３
月
25
日
㈮
ま
で
に

書
類
を
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

文
化
協
会
は
、文
化
の
振
興
と
会
員
相

互
の
交
流
を
目
的
に
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。あ
な
た
も
文
化
が
薫

る
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

主
な
事
業
美
術
展
な
ど
見
学
会
、
会

員
作
品
展
、
文
化
祭
で
の
活
動
成
果
発

表
、
地
域
の
歴
史
ツ
ア
ー

会
費
年
２
０
０
０
円

申
込
・
問
合
生
涯
学
習
課
（
市
役
所

３
階
）
へ

高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
多
く
の

仲
間
と
吹
奏
楽
を
通
じ
交
流
の
場
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
上
の
楽
器

経
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
土
曜
日
　
午

後
７
時
～
９
時

練
習
場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費

▽
社
会
人
…
月
２
０
０
０
円

▽
高
校
・
大
学
生
…
月
１
０
０
０
円

■
練
習
見
学
・
入
団
説
明
会
を
実
施

日
時
３
月
26
日
㈯
　
午
後
７
時
～

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

こ
の
日
に
限
ら
ず
練
習
日
で
あ
れ

ば
見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

問
合
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）、

市
吹
奏
楽
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http:/

/izum
iotsu-city-band.jim
do.co

m
）
へ

日
時

３
月
23
日
㈬
　
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

場
所

高
齢
者
保
健
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
）

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
先
着
30
人

講
師

り
そ
な
銀
行
　
大
阪
公
務
部

折
戸
一
敬
氏

申
込

３
月
10
日
㈭
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
在
宅
支
援
室
、
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
　
在
宅
福

祉
室
（
☎
21
・
０
２
９
４
）

文
化
協
会
　
会
員
募
集

市
吹
奏
楽
団

団
員
募
集

も
し
も
の
と
き
に
備
え
る

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
講
座

介
護
相
談
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

社
会
教
育
委
員
の

市
民
委
員
を
募
集

小
・
中
学
校
　
介
助
員
・
特
別
支

援
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

選
管
事
務
局
臨
時
職
員
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集

春
の
運
転
者
講
習
会
を
開
催

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

「
エ
コ
ト
ピ
ア
泉
北
」
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

地
域
環
境
基
金
を
活
用
し
た

補
助
金
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

障
が
い
者
対
象
の
一
般
事
務

補
助
非
常
勤
嘱
託
員
　
募
集



毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

が
い
は
、
脳
機
能
の
発
達
が
関
係
す
る

生
ま
れ
つ
き
の
障
が
い
で
あ
り
、
発
達

障
が
い
が
あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
築
く
こ
と
が

苦
手
で
す
。
発
達
障
が
い
の
人
た
ち
が

社
会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
理
解
が
必
要
で
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
を
き
っ
か

け
に
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

発
達
障
が
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
自

閉
症
啓
発
デ
ー
 in
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０

１
６
」

府
で
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

「
発
達
障
が
い
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
発
達
障
が

い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

４
月
７
日
㈭
　
午
後
２
時
～

午
後
４
時
30
分

場
所

府
立
男
女
共
同
参
画
・
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
＝
大

阪
市
中
央
区
大
手
前
１
ー
３
ー
49

定
員
先
着
５
０
０
人
（
要
申
込
）

申
込
２
月
１
日
㈪
～
３
月
31
日
㈭

詳
細
に
つ
い
て
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

府
内
主
要
建
物
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

府
内
の
主
要
建
物
が
、
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る

ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

日
時

４
月
２
日
㈯
　
日
没
～
午
後

11
時

場
所
大
阪
城
天
守
閣
、
通
天
閣
、
天

保
山
大
観
覧
車

問
合

府
地
域
生
活
支
援
課
（
☎
０

６
・
６
９
４
４
・
６
６
８
９
）

介
護
者
（
家
族
）
の
会
は
、
介
護
の

不
安
や
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
、
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
取
り
組

み
、
よ
り
充
実
し
た
介
護
が
で
き
る
よ

う
に
結
成
し
ま
し
た
。「
介
護
に
つ
い

て
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
」「
介
護
に

追
わ
れ
疲
れ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た

悩
み
を
持
つ
当
事
者
同
士
が
情
報
を

共
有
し
、
励
ま
し
、
助
け
合
い
、
解
決

し
て
い
く
た
め
の
会
で
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
介
護
者
（
家
族
）
の
会
事
務
局

＝
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23
・
１
３
９

３
）

申
告
・
納
付
期
限
の
お
知
ら
せ

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
３

月
15
日
㈫
ま
で
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
申
告
と
納
税

は
３
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

こ
れ
ら
の
納
税
に
は
、
便
利
で
安
全

な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利

用
す
る
に
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
す
で
に
所
得
税
で
振
替

納
税
を
利
用
し
て
い
て
も
、
新
た
に
消

費
税
の
振
替
納
税
を
利
用
す
る
人
は
、

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書

送
付
依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

平
成
27
年
分
の
申
告
と
納
付
期
限

▽
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
　
確
定
申
告
分
…
３
月
15
日
㈫

▽
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
　
確

定
申
告
分
…
３
月
31
日
㈭

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人
の
振

替
納
付
日

▽
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
　
確
定
申
告
分
…
４
月
20
日
㈬

▽
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
　
確

定
申
告
分
…
４
月
25
日
㈪

確
定
申
告
は
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で

３
月
15
日
ま
で

日
時

２
月
８
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
４
階

な
お
、
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め

（
午
後
４
時
ご
ろ
）
に
申
告
相
談
の
受

付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合

泉
大
津
税
務
署
　
個
人
課
税

部
門
（
☎
33
・
５
６
０
１
）

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
は
、
国
か
ら
補
償
金

（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
亡
く
な
っ
た
人
も
対
象
で

す
。
補
償
金
の
申
請
期
限
は
３
月
31
日

で
す
。
対
象
と
な
る
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う
！

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
し
発
病
す
る

こ
と
が
、
極
め
て
ま
れ
な
病
気
で
す
。

優
れ
た
治
療
薬
に
よ
り
完
治
し
ま

す
。
元
患
者
の
人
々
の
身
体
の
変
形
は

後
遺
症
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
早
期
に
治
療

す
れ
ば
、
身
体
に
障
が
い
が
残
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合

厚
生
労
働
省
　
難
病
対
策
課

（
☎
０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１
）
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（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

日
時

３
月
14
日
㈪
　
午
後
２
時
～

３
時
（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

場
所
市
立
病
院
７
階
大
会
議
室

テ
ー
マ
「
お
し
り
の
話
」（
い
ぼ
痔
を

中
心
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
）

講
師

田
村
耕
一
 外
科
・
内
視
鏡
外

科
副
部
長

問
合
病
院
総
務
課
（
☎
32
・
５
６
２

２
）心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け

が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を
習
得
で

き
る
よ
う
、
救
急
救
命
講
座
（
普
通
救

命
講
座
）
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
に

は
、
消
防
署
か
ら
「
普
通
救
命
講
習
修

了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日
時
３
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

定
員
先
着
20
人

申
込

３
月
４
日
㈮
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
窓
口
へ

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

期
間
　
５
月
16
日
㈪
～
平
成
29
年
３

月
13
日
㈪
　

場
所
　
和
泉
市
立
総
合
福
祉
会
館

定
員
　
30
人
（
受
講
判
定
試
験
あ
り
）

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

申
込
　
受
講
申
込
書
を
４
月
１
日
㈮

ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
（
〒
５
４
０
ー

８
５
７
０
　
〈
住
所
記
載
不
要
〉
府
民

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
「
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
」係
）、ま
た
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

問
合
　
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
６
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

日
時

３
月
24
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜

日
（
全
10
回
）
　
午
後
６
時
～
７
時
15

分場
所
市
民
会
館

定
員
先
着
20
人

受
講
料
１
万
円
（
教
材
費
含
む
）

申
込

３
月
７
日
㈪
か
ら
韓
国
民
団

泉
州
支
部
へ
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

問
合
韓
国
民
団
泉
州
支
部
（
☎
32
・

５
４
５
２
）

ク
ラ
ブ
見
学
会
を
行
い
ま
す

南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
子
ど
も
バ
レ

エ
」
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
柔
軟
性
を

養
い
バ
レ
エ
に
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。
見
学
・

体
験
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
▽
４
時
ク
ラ

ス
…
３
歳
～
小
学
２
年
生
　
▽
５
時

ク
ラ
ス
…
小
学
３
～
５
年
生
　
▽
６

時
ク
ラ
ス
…
小
学
６
年
生
～
大
人

問
合
　
南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）

日
時
　
第
１
・
３
土
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
２
階
　
和
室

対
象
　
３
歳
～
中
学
３
年
生
（
子
ど
も

と
と
も
に
親
も
参
加
可
）

持
物
　
浴
衣
・
帯
・
白
足
袋
（
舞
扇
は

貸
し
出
し
）

参
加
費
　
無
料
（
教
材
費
な
ど
実
費
あ

り
）

問
合
　
泉
大
津
日
本
舞
踊
の
会
・
竿

下
茂
美
（
☎
21
・
７
３
０
４
）

市
立
病
院
　
市
民
公
開
講
座

ド
ク
タ
ー
が
語
る
「
痔
」

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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■ 関西国際空港からのフライトがますます充実！
2 月からタイガーエア台湾(IT)が、関西＝台北線を週 7 便増便し、タイガーエア台

湾として週 14 便のダブルデイリーで運航開始しました。また、深圳航空も 2 月よ
り関西＝深圳線を週 4 便から週 7 便へ増便して運航を開始しました。さらに、4 月
7 日㈭より、ジェットスター・ジャパン(GK)が、関西＝マニラ線の運航を開始しま
す。フィリピンへの旅程パターンが広がり、マニラへの渡航がますます便利になり
ます。
■ パスポート取得キャンペーン実施中！

平成 27 年 10 月以降に日本国旅券（パスポート）を新規または更新取得した日本
国内在住の人で、今年 3 月 31 日までに関西空港から出発された人の中から抽選
で、1 万円をキャッシュバックするキャンペーンを実施中。JATA 加盟旅行会社主
催の募集型企画旅行、もしくは近畿２府４県の JATA 加盟旅行会社の各支店、また
インターネット予約を利用して申し込みした人が対象です。応募要件の詳細は、キ
ャンペーンの専用サイトをご確認ください。
問合 一般社団法人 日本旅行業協会 関西事務局（☎06・6635・3082）キャンペ
ーン専用サイト：http://www.flyfromkix.com/passport-cp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合

わせください。
○広告サイズ…幅 183mm×高さ 49mm（2色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　☎072・242・7997　FAX 072・296・7375

子
ど
も
バ
レ
エ

日
本
舞
踊
親
子
教
室

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
の
不
安
ひ
と
り
で
抱
え

な
い
で
　
「
介
護
者
の
会
」

４
月
２
日
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。

韓
国
語
講
座
（
入
門
）

平
成
28
年
度

大
阪
府
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

救
急
救
命
講
座

景観市民会議「景観人の集い」主催で、次のとおり
歴史講座を開催します。
日時　▽第２回「真田十勇士と幸村と信繁」…３月12
日㈯　午前10時～11時30分 ▽第３回「真田丸と
大坂冬の陣・夏の陣」…４月９日㈯　午前10時～11
時30分　
場所　テクスピア大阪３階第１研修室
定員　先着60人
参加費　各回５００円
講師　桧本多加三氏（郷土史研究家、郷土誌「堺泉州」

「堺人」編集長）
問合　まちづくり政
策課（市役所２階23
番窓口）

「歴史こぼれ話」真田幸村を学ぶ

ハ
ン
セ
ン
病
　
補
償
金
の

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
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■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー

ス
テ
ー
ジ
発
表
会

日
時

３
月
６
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
開
場
予
定
１
時
15
分
）

出
演
予
定
　
太
極
拳
・
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ウ
ク
レ
レ
・
歌
声
く

ら
ぶ
・
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス

■
童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
ま
で
、
世
代
を
超

え
て
歌
い
継
ぐ
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
コ
ン

サ
ー
ト
」

日
時

３
月
19
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
１
時
30
分
）

定
員
１
５
０
人
（
申
込
先
着
順
）

出
演
滝
澤
仁
悟（
バ
リ
ト
ン
）、田
中

由
衣（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、村
上
佳
那
恵

（
ピ
ア
ノ
）、
橋
本
幸
作
（
フ
ル
ー
ト
）、

中
野
里
穂（
ソ
プ
ラ
ノ
）、条
南
若
葉
会

（
コ
ー
ラ
ス
）、
児
童
合
唱

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
市
民
講
座

「
老
々
介
護
か
ら
ケ
ア
メ
ン
へ
」

日
時

３
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

定
員
１
５
０
人
（
要
予
約
）

入
場
料
５
０
０
円

講
師
細
川
憲
伺
氏
（
泉
大
津
市
介
護

者
家
族
の
会
会
長
・
全
国
更
生
保
護

施
設
連
盟
理
事
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
歌
声
サ
ロ
ン

日
時

３
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
～

４
時
（
１
時
30
分
）

定
員
１
４
０
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

お
よ
び
歌
本
１
０
０
０
円

出
演

酒
井
健
太
郎
（
リ
ー
ダ
ー
）・

山
本
汎
昭
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）・
松

田
洋
子
（
ピ
ア
ノ
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

日
時

３
月
27
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

絵
本
貸
出
実
施
中
！

お
子
さ
ん
と
絵
本
に
親
し
め
る
よ

う
、
絵
本
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

■
「
陶
光
会
」
20
周
年
記
念
展
 

日
時

３
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
13
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

場
所
あ
す
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
生
募
集
中
！

各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
で
き

ま
す
。（
見
学
の
み
の
講
座
も
あ
り
）

▽
書
道
教
室

日
時

第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
３

時
～
５
時

持
物
筆
、
墨
、
半
紙

受
講
料
な
ど
１
回
９
７
２
０
円
 （
６

回
）、
材
料
費
６
７
０
円
（
１
か
月
）

講
師
山
本
青
杏
氏

■
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
会
員
募
集
中

市
民
の
皆
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
た
い

人
、
50
歳
以
上
の
人
大
歓
迎
で
す
。
文

章
作
成
（
ワ
ー
ド
）、
デ
ジ
カ
メ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
な
ど
楽
し
く
勉

強
し
て
い
ま
す
。頭
を
使
い
、指
を
、体

を
動
か
し
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。
パ
ソ
コ
ン
は
準
備
し
て
い

ま
す
。

日
時

第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１

時
～
３
時
、
午
後
３
時
30
分
～
５
時
30

分会
費

２
０
０
０
円（
月
２
回
、１
回

２
時
間
、
入
会
金
不
要
）

▽
実
用
英
会
話

日
時

第
３
・
４
木
曜
日
　
午
前
10

時
～
正
午

会
費
１
７
０
０
円
（
月
２
回
、
１
回

２
時
間
、
入
会
金
不
要
）

申
込
・
問
合

市
民
公
益
活
動
団
体

お
づ
ね
っ
と
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
（
☎

21
・
１
８
０
４
）
へ

若
き
考
古
学
徒
、
論
壇
デ
ビ
ュ
ー
　
３

ｒ
ｄ
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
時

３
月
19
日
㈯
　
午
後
１
時
～

３
時
30
分

定
員
１
７
０
人

費
用

入
館
料
（
▽
一
般
３
０
０
円

▽
65
歳
以
上
・
高
大
生
２
０
０
円
）

内
容
・
講
師
▽
「
埴
輪
製
作
工
人
の

移
動
ー
遺
跡
間
で
見
ら
れ
る
同
工
の

埴
輪
に
つ
い
て
ー
」・
内
藤
元
太
氏

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
博

士
前
期
課
程
１
年
）
　
▽
「
高
松
塚
・

キ
ト
ラ
古
墳
と
唐
代
壁
画
墓
の
関
係
」

周
 吟
氏（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
　
博
士
課
程
後
期
課
程
２
年
次
）

弥
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
連
続
講
演
会

昨
年
淡
路
島
で
発
掘
さ
れ
た
「
松

帆
銅
鐸
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
人
の
講

師
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
３
月
23
日
㈬
、
24
日
㈭
、
29
日

㈫
、
30
日
㈬
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

定
員
座
席
数
約
１
７
０
席

費
用
入
館
料

日
時
・
場
所
　
▽
３
月
９
日
㈬
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
　
大
津
神

社
　
▽
12
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中
店
　
▽

13
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

池
上
曽
根
史
跡
公
園
体
験
の
広
場

な
お
、
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休
憩

し
ま
す
。（
９
日
は
休
憩
な
し
）

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

現
在
活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
実
演
な
ど
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時

３
月
22
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
１
月
１
日
～
31
日
取
り
扱
い
分
・
敬

称
略
）

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
６
０
０
０
円
　
Ｓ

◇
７
８
２
２
円
　
北
豊
中
二
丁
目
自

治
会
喫
茶
部

◇
５
０
０
０
円
　
中
下
肇
子

◇
５
万
円
　
泉
大
津
市
卓
球
連
盟

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………３月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………３月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･３月分

▽
条
東
保
育
所
で
の
豆
ま

き
を
取
材
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
頭
に
お
面
を

つ
け
と
て
も
可
愛
か
っ
た

で
す
。
本
物
の
鬼
が
出
て
き
た
瞬

間
、
園
庭
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
！
な
ん

と
か
鬼
退
治
に
成
功
。
立
ち
向
か
う

姿
を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
（
松
）

▽
先
月
号
の
市
民
相
談
特
集
に
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
相
談
が
あ

る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
困
っ
た

と
き
に
利
用
し
ま
す
」
な
ど
。
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど
の
専

門
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
裏
表
紙
を
。
（
小
）

▽
子
育
て
情
報
の
集
約
、
目
次
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら

は
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
も
と
に
改
善
し
ま
し
た
。
今
後
も

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
と
も
に
、
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
大
）

編集後記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん

善
意
銀
行

吹奏楽オリジナルをはじめアニメの
挿入歌など。歴代OB・OＧも参加して
の和気あいあいとした雰囲気のコンサ
ートをお楽しみください。
日時 3月20日㈰　午後１時30分開演
（午後１時開場）
場所 市民会館大ホール
曲目 走れメロス、魔女の宅急便、
SEDONAほか
問合 泉大津高校（☎32・2876）

勤労青少年ホームのクラブ員の練習
の成果をご覧ください。各種作品の展
示やお茶席なども用意しています。
日時 ３月20日㈰　午前10時30分～
午後３時
場所 勤労青少年ホーム
問合 勤労青少年ホーム（☎32・

6432）

日時 3月23日㈬　午後１時～（約40
分）
場所 北公民館
演奏 大正琴クラブ「琴泉会」
問合 北公民館（☎23・0505）、琴
泉会・松本（☎33・3441）

日時 3月27日㈰　午前９時集合（小
雨決行）
集合場所 泉大津駅改札口前
定員 先着35人
参加費 1,300円（交通費・保険料・飲
料代込み）
持物 弁当、水筒、雨具、履き慣れた靴
コース 泉大津駅⇒樽井駅⇒茅渟神社⇒
サザンビーチ⇒田尻漁港⇒田尻スカイブ
リッジ⇒マーブルビーチ（昼食）⇒りん
くう公園⇒りんくうタウン駅⇒泉大津駅
（平地約７km）
申込 ３月13日㈰午前９時30分から総
合体育館へ
問合 市民歩こう会・深野（☎090・
5883・1896）

情報

Ivent  Information

㈰
02/３ 泉大津高校吹奏楽部

定期演奏会

㈰
02/３ 勤労青少年ホームの

つどい

㈬
32/３ 大正琴ミニサロン

コンサート

㈰
72/３ 市民歩こう会

泉州海岸沿いを歩く

あ
す
と
ホ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

詳しくはこちら
（あすとホール
ホームページ）

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

献
血
の
お
知
ら
せ
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